
昭和50年４月24日　　第三種郵便物認可
「健康かながわ」の購読料については、
健康診断の料金に含まれています。
毎月１回15日発行（１部90円）
平成26年11月15日

第560号

公益財団法人　神奈川県予防医学協会
予防医学事業中央会神奈川県支部
全国労働衛生団体連合会会員

編集・発行人＝土屋尚
発行所＝〒231−0021横浜市中区日本大通58
　　日本大通ビル　045（641）8501（代表）
http://www.yobouigaku-kanagawa.or.jp

　
今
年
、
６
月
に
「
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
成

立
し
、
50
人
以
上
の
従
業
員
が
働
く
事
業
場
に
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」
実

施
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
法
改
正
が
象
徴
す
る
よ
う
に

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
配
慮
す
る
経
営
が
、
今
企
業
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
月
号
で
は
、
企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
詳
し
い
㈱
産
業
医

大
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役
社
長
で
、
産
業
医
経
験
の
豊
富
な
亀
田

高
志
先
生
に「
こ
こ
ろ
の
健
康
」経
営
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。

制
度
導
入
の
目
的
は
３
つ

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
わ
か
る

企
業
の
人
材
へ
の
考
え
方

通
り
に
面
接
指
導
を
促
す

企
業
や
職
場
で
は
、
正
確

に
ハ
イ
リ
ス
ク
者
が
洗
い

出
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

医
師
の
面
接
指
導
に
つ
な

が
る
が
、
む
し
ろ
健
康
状

態
は
問
題
が
な
い
場
合
が

多
い
。
し
か
し
、
正
確
な

残
業
の
申
告
が
で
き
ず
、

面
接
指
導
の
希
望
も
出
せ

な
い
職
場
で
は
、
不
調
に

陥
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
、

時
に
多
発
す
る
。
あ
る
い

は
、
心
因
性
精
神
障
害
の

労
災
申
請
の
可
能
性
が
出

て
か
ら
、
問
題
が
発
覚
す

る
。
そ
の
場
合
、
上
長
や

人
事
部
門
は
問
題
が
あ
っ

た
こ
と
は
知
り
つ
つ
、
放

置
し
て
き
た
ケ
ー
ス
が
少

な
く
な
い
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
確
実

に
実
行
し
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
図
２
の
よ
う
な
前

提
と
な
る
基
礎
や
実
績
が

な
け
れ
ば
難
し
い
。

　

平
成
27
年
末
頃
ま
で

に
、
こ
れ
ら
の
基
礎
や
実

績
を
固
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
が
、
各
企
業
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
導
入

の
成
否
を
分
け
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
だ
け

を
行
え
ば
よ
い
の
で
は
な

く
、
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
関
す
る
事
項

を
、
ど
れ
だ
け
広
く
真
剣

に
行
っ
て
き
た
か
、
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
な
の

か
が
、
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

突
き
詰
め
れ
ば
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
そ
の
企
業
の

経
営
者
や
オ
ー
ナ
ー
が
人

材
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
、が
明
確
に
な
る
。

近
年
、
若
年
層
を
中
心
と

す
る
従
業
員
を
使
い
捨

て
、
食
い
も
の
に
す
る
企

業
を
狭
義
の
＂
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
＂
と
呼
称
し
、
そ
の

反
対
を
＂
ホ
ワ
イ
ト
企
業

＂
と
称
す
る
よ
う
で
あ
る

が
、
先
述
の
４
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
実
効
性
は
そ
の

企
業
の
い
わ
ば
＂
ブ
ラ
ッ

ク
度
＂
な
い
し
＂
ホ
ワ
イ

ト
度
＂
を
あ
か
ら
さ
ま
に

す
る
だ
ろ
う
。

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を

重
ん
じ
る
経
営
を
目
指
そ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
健
康

診
断
な
ど
の
職
場
の
健
康

管
理
に
携
わ
る
人
事
総
務

や
事
務
部
門
、
そ
し
て
産

業
医
等
の
専
門
家
の
立
場

と
し
て
は
、＂
な
ぜ
＂
こ

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度
を
行
う
の
か
を
突
き
詰

め
、
経
営
者
や
意
思
決
定

を
行
う
責
任
者
に
真
摯
に

問
い
続
け
る
し
か
な
い
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の�

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と�

問
題
点

　

平
成
22
年
以
来
、
行
政

で
検
討
さ
れ
、
国
会
提
出

後
に
一
旦
、
廃
案
に
な
っ

た
改
正
労
働
安
全
衛
生
法

が
、
平
成
26
年
６
月
に
国

会
で
可
決
、
成
立
し
、
公

布
さ
れ
た
。
そ
の
目
玉
で

あ
る
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
」
の
施
行
が
平
成

27
年
12
月
１
日
と
決
ま

り
、
７
月
か
ら
の
「
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
に

関
す
る
専
門
検
討
会
」
に

よ
る「
中
間
と
り
ま
と
め
」

が
９
月
末
に
公
表
さ
れ

た
。
10
月
か
ら
は
「
情
報

管
理
及
び
不
利
益
取
扱

い
」
と
「
面
接
指
導
の
実

施
方
法
等
」
に
関
す
る
行

政
検
討
会
で
、
詳
細
な
検

討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
を
企
業
等
で
導
入

す
る
場
合
に
は
、
図
１
に

示
す
よ
う
に
４
つ
の
ス

テ
ッ
プ
に
分
け
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

法
案
の
提
出
前
か
ら
、
あ

る
い
は
現
在
の
検
討
会
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
ス

テ
ッ
プ
毎
の
問
題
点
が
あ

り
、
導
入
し
て
い
く
際
に

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
へ

の
対
応
を
あ
ら
か
じ
め
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
導
入�

で
広
が
る�

企
業
間
格
差

　

筆
者
が
依
頼
さ
れ
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に

関
す
る
講
演
な
ど
で
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
加
え

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

行
う
、
そ
の
実
施
方
法
や

外
注
す
る
機
関
の
選
定
、

産
業
医
等
の
関
与
に
つ
い

て
の
質
問
が
多
く
、
こ
れ

ら
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
印
象
が
あ
る
。
新
し
い

制
度
な
の
で
運
用
上
の
心

配
が
先
に
立
つ
こ
と
も
理

解
で
き
る
が
、
そ
う
し
た

見
方
だ
け
で
は
、
少
々
表

面
的
に
過
ぎ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
18
年
か
ら
母
校

（
産
業
医
科
大
学
）
の
設

立
し
た
職
場
の
健
康
管
理

の
事
業
化
を
手
が
け
、
企

業
や
公
共
団
体
で
の
研
修

と
人
事
部
門
へ
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
専
心
し
て

き
た
経
験
か
ら
は
、
今
回

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
職

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
質
や
レ
ベ
ル
に
お
い

て
、
大
き
な
企
業
間
格
差

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
法
律
に
定

め
ら
れ
た
通
り
に
行
う
だ

け
で
良
い
」
と
考
え
る
な

ら
、
健
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
従
業

員
に
渡
し
て
、
回
答
を
促

す
だ
け
で
事
足
り
る
だ
ろ

う
。
い
い
加
減
に
扱
わ
れ

る
と
わ
か
っ
て
い
る
従
業

員
か
ら
は
回
答
が
出
さ
れ

ず
、
医
師
の
面
接
指
導
の

希
望
は
出
な
い
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
高
ス
ト
レ

ス
状
態
と
判
定
さ
れ
る
従

業
員
は
企
業

側
の
気
が
付

か
な
い
う
ち

に
発
生
し
、

結
果
的
に
労

災
申
請
や
訴

訟
の
リ
ス
ク

を
潜
在
的
に

抱
え
る
に
違

い
な
い
。

　

経
験
的
に

は
過
重
労
働

に
対
す
る
面

接
指
導
で
も

同
様
の
こ
と

が
起
き
る
。

残
業
の
申
告

が
正
確
で
上

長
や
人
事
部

門
が
ル
ー
ル

　

今
秋
、
松
島
病
院
は
開
院
90
周
年
を
迎

え
た
。
あ
と
10
年
で
百
年
企
業
の
仲
間
入

り
で
あ
る
。

　

企
業
が
百
年
を
迎
え
る
に
は
、
そ
こ
に

変
わ
ら
ぬ
理
念
が
あ
る
と
と
も
に
、
時
代

に
合
わ
せ
た
変
革
を
常
に
行
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
２
年
前
の
デ
ー
タ
で
は
、

90
周
年
を
迎
え
た
が
百
年
を
迎
え
ら
れ
な

か
っ
た
会
社
が
３
割
弱
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
や
は
り
百
年
は
長
い
。

　

実
は
２
年
前
の
２
０
１
２
年
、
日
本
で

は
百
年
を
迎
え
た
会
社
が
非
常
に
多
く
、

１
８
５
４
社
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
前
年

に
比
べ
３
倍
近
く
、
そ
の
過
去
数
年
と
比

較
し
て
も
圧
倒
的
な
数
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

理
由
は
そ
の
年
、
１
９
１
２
年
と
い
う

の
は
大
正
元
年
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
初

期
は
好
景
気
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

自
由
な
気
風
が
相
ま
っ
て
、
改
元
が
起
業

ブ
ー
ム
を
生
ん
だ
。
ま
た
同
時
期
に
日
本

は
関
税
自
主
権
を
回
復
し
、
内
需
と
輸
出

が
増
え
る
中
で
企
業
が
体
力
を
つ
け
た
結

果
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

長
寿
企
業
が
多
い
の
は
良
い
が
、
現
代

日
本
で
問
題
に
な
る
の
は
開
業
率
。
つ
ま

り
、１
年
間
に
開
業
し
た
企
業
の
割
合
が
、

全
企
業
に
占
め
る
割
合
の
こ
と
で
、
２
０

０
６
年
～
４
年
間
の
平
均
は
約
２
％
。
一

方
、
廃
業
率
は
６
・
２
％
で
あ
り
、
最
低

資
本
金
制
度
が
撤
廃
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
起
業
は
活
発
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

理
由
の
一
つ
に
大
正
時
代
、
財
閥
な
ど

出
資
側
が
投
資
回
収
を
急
が
ず
時
間
を
か

け
て
育
て
よ
う
と
し
た
。
対
照
的
に
現
代

は
早
急
に
結
果
を
求
め
る
風
潮
が
強
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
分
析
が
示
さ
れ

て
い
た
。

　

さ
て
、
日
本
は
、
我
々
は
10
年
後
ど
う

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
我
々
が
社
会
に
何

を
行
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
結
果
が
そ
こ

に
は
き
っ
と
現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
。
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「こころの健康」経営
ストレスチェック導入を契機に考える

問題点
・提出されない
・実態より良く書く
・実態より悪く書く
・チェックの精度が悪い
・不利益な取り扱い

問題点
・面接の希望が出ない
・実態より悪い申告
・実態より良い申告
・不利益な取り扱い

問題点
・悪者捜しが起きる
・改善活動が実行されない
・衛生委員会に反映されない

問題点
　   ・意見提出の習慣がない
・意見の内容を実行できない
・不利益な取り扱い

（ストレスチェックの実施）

1.アンケートの配布、
記入、提出、判定

2. 医師（産業医）に
よる面接指導の
希望、予約、実施
（個人への対応）

4. 職場単位での
集計と改善活動
（職場への対応）

3. 医師（産業医）に
よる意見提出と
職場側の配慮実行
（個人への対応）

ストレスチェックへの回答率が高いケース
メンタルヘルスへの問題意識や対策の意図が明確で、その実績がベースにあり、
差別や偏見の無いように啓発も行われている場合

面接指導への希望が良く出るケース
その企業におけるメンタルヘルスに対する意図が明確で、過重労働面接が機能し、
差別や偏見の無いように啓発も行われている場合

医師（産業医）の提出した就業上の配慮が実行されるケース
過重労働面接の仕組みや流れが確保されているか、職場復帰支援プログラムの
仕組みが構築され、運用の実績がある場合

職場ごとの改善活動が実行できるケース
職場でストレスやメンタルヘルスについて語り合ったり、問題があれば共有
できる風土があり、経営層や幹部、管理職層がそれを後押ししている場合

　

職
場
の
健
康
管
理
を
軸

に
、
経
営
的
に
こ
の
＂
な

ぜ
＂
を
深
く
考
え
る
な
ら

ば
、
①
リ
ス
ク
管
理
、
②

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
そ

し
て
③
個
人
と
職
場
の
生

産
性
の
向
上
、
の
３
つ
が

主
た
る
目
的
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
個
人
と
ス

ト
レ
ス
の
測
定
の
精
度
を

上
げ
る
努
力
と
準
備
を
怠

り
な
く
行
う
こ
と
が
、
最

初
に
説
明
し
た
問
題
点
を

解
消
す
る
糸
口
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
個
人
と
職
場

単
位
の
ス
ト
レ
ス
が
企
業

を
支
え
る
人
材
の
不
調
の

誘
因
と
な
り
、
不
調
に
ま

で
至
ら
ず
と
も
個
人
と
職

場
の
生
産
性
を
低
下
さ
せ

る
要
因
で
あ
る
こ
と
を
直

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
経
営
層
や

幹
部
、
管
理
職
層
ま
で
を

巻
き
込
ん
だ
活
動
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
、
日
本

の
政
治
経
済
の
過
渡
期
で

あ
る
現
在
、
職
場
の
健
康

管
理
に
携
わ
れ
る
者
の
務

め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

百年企業

（　　　　　 ）松村　奈緒美 松島ランドマーク
クリニック院長

【図1】�ストレスチェックの導入と運用におけ
る4つのステップと問題点

【図2】�良好なストレスチェックの運用の前提
となる基礎や実績

産
業
医
大
ソ
リ
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ョ
ン
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締
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・
医
師  

亀
田
高
志


